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８月３１日（日）、町内全域のごみを一掃しようと、井手町美化運動２００８（井
手町美しい町づくり推進協議会主催＝会長 古川博区長会長）が行われ、汐
見町長をはじめ、町内１２区、商工会、各種団体らが参加しました。

参加者らは、道端や草むらに捨てられている空き缶やたばこの吸い殻など
のゴミを拾い集めていました。

この日収集されたゴミは、可燃ゴミや不燃ゴミ合計１，０４０㎏ありました。

ΰΰϛϛͷͷͳͳ͍͍美美͍͍͠͠··ͪͪ΁΁
井手町美化運井手町美化運動動20082008
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８
月
９
日
（
土
）、
玉
川
の
名
水

を
守
る
会
（
福
田
宏
司
会
長
）
を

は
じ
め
、
住
民
や
京
都
市
か
ら
駆

け
つ
け
た
有
志
ら
約
１
２
０
人
が

参
加
し
、
玉
川
の
草
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

作
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
福

田
会
長
か
ら
「
玉
川
が
平
成
の
名

水
百
選
に
選
ば
れ
、
玉
川
の
名
水

を
守
る
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
や
住
民
の
心
の
よ
り
所
と
な
っ

て
い
る
玉
川
を
後
の
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
で
き
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
奥
玉
川
橋
か
ら
跨

線
橋
の
間
を
草
刈
り
機
を
使
っ

て
、
川
底
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

生
い
茂
っ
た
草
を
刈
り
と
り
、
運

び
だ
す
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

いい で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウ オ
ッ チ ン

グ

木
津
川
右
岸
宇
治
木
津
線

道
路
新
設
促
進
協
議
会
総
会

挨拶をする汐見町長

総会の様子

木
津
川
右
岸
宇
治
木
津
線
道
路

新
設
促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐
見

明
男
町
長
）
の
平
成

年
度
総
会

２０

が
、
８
月
１
日
（
金
）
山
吹
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
協
議
会
は
、
南
山
城
地
方

に
お
け
る
木
津
川
右
岸
地
域
の
調

和
の
と
れ
た
発
展
に
向
け
て
、
宇

治
木
津
線
道
路
新
設
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、城
陽
市
・
木
津

川
市
・
井
手
町
の
２
市
１
町
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
の
総
会
に
は
、
構
成
各
市

町
の
首
長
や
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
来
ひ
ん
と
し
て
国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局
京
都
国
道
事
務

所
長
や
府
山
城
広
域
振
興
局
長
、

府
山
城
北
・
南
土
木
事
務
所
長
が
、

ま
た
顧
問
と
し
て
京
都
府
議
会
議

員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
汐
見
会
長
は
「
道
路
特

定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
よ
り
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
宇
治
木
津

線
は
必
要
な
道
路
で
あ
る
。
同
線

の
整
備
実
現
の
た
め
こ
れ
ま
で
以

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

年
度
事
業
報

１９

告
・
歳
入
歳
出
決
算
報
告
、
平
成

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が

２０全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
１
日
（
金
）、
早
朝
よ
り
Ｊ

Ｒ
玉
水
駅
・
山
城
多
賀
駅
で
人
権

啓
発
の
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
京
都
人
権
啓

発
推
進
会
議
が
提
唱
し
て
、
人
権

強
調
月
間
の
８
月
と

月
に
あ
わ

１２

せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
汐
見
町
長
、
府
山
城

広
域
振
興
局
、
町
人
権
擁
護
委

員
、
町
商
工
会
、
部
落
解
放
同
盟

井
手
支
部
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
町
勤
労
者
協
議
会
を
は
じ
め

各
種
団
体
の
役
員
の
み
な
さ
ん
２９

人
が
、「
か
け
が
え
の
な
い
命
・
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
」
と
書
か

れ
た
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手

渡
し
な
が
ら
、
通
勤
・
通
学
の

方
々
に
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
て

い
ま
し
た
。

８
月

日
（
土
）、
万
灯
呂
山
展

１６

望
台
で
万
灯
呂
山
の
歴
史
を
守
る

会
（
川
野
博
司
会
長
）
が
恒
例
の

『
大
文
字
』
の
点
灯
を
行
い
ま
し

た
。今

年
の
大
文
字
は
、
万
灯
呂
山

が
京
都
府
の
景
観
資
産
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
環
境
に

優
し
い
省
エ
ネ
の
丸
型
電
球
に
変

更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
か
ら
ひ
と
味
違
っ
た
大
文
字

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
電
球

を
赤
色
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

点
灯
は
、
京
都
の
五
山
の
送
り

火
と
同
じ
午
後
８
時
に
行
わ
れ
、

約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
『
大
』
の

字
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
ま
し

た
。

人
権
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う

街頭活動の様子

玉
川
の
名
水
を
未
来
に

作業の様子

赤色に点灯された大文字

万
灯
呂
山
で

恒
例
の
大
文
字
点
灯
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▼

８月２０日（水）、自然休養村管理センターを会場に橋井
晴彦アートオフィス「ポカポカ」によるカーニバルコンサ
ート『どんぐりの森』が行われ、保育園児や小学生ら約１８
０人が参加しました。
コンサートでは、ギターやキーボードで「ポカポカサン

バ」や「なき虫・おこり虫・わらい虫」などを演奏。参加者
らは、演奏に合わせ楽しく歌って踊りました。

▼

８月１日（金）、城陽市・木津川市・井手町で構成される山
背古道推進協議会の平成２０年度の総会が山吹ふれあいセン
ターで行われました。
山背古道は、木津川の右岸地域を南北に通る歴史ある道

路で、その沿線を軸に各市町で様々なまちづくりを展開し
ています。また、秋に行われる「山背古道とことんウォー
キング」には、大勢の人が参加しています。
総会では、協議会会長の橋本昭男城陽市長、安田冠府山

城広域振興局長のあいさつに続いて、平成１９年度の事業報
告決算報告、平成２０年度の事業計画や予算案を承認しまし
た。

▼

７月３０日（水）・３１日（木）の２日間にかけて、泉ヶ丘中学
校の生徒１７人が社会福祉体験学習を行いました。
この体験学習は、中学生が地域社会において活動する事に

より、地域社会の一員として社会づくりに参加する意義や、
やさしさや思いやりなどを育むことを目的に行われています。
参加した生徒らは、玉川・多賀・いづみ保育園で園児らとふれ
あうことで、社会福祉の大切さを学びました。

▼

夏休み中の７月２８日（月）に多賀小学校で、８月５日（火）に井手小学校で「木の良さや大切さ・つくる楽しみを知っても
らおう」と『木工教室』が開催され、両日合わせて約１２０人の児童や保護者らが参加しました。
児童は、保護者らと一緒に自分だけの『本立て』の製作に汗を流していました。

多賀小学校での木工教室 井手小学校での木工教室
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下
水
道
の
歴
史
は
古
く
、
世
界

で
最
も
古
い
下
水
道
は
今
か
ら
お

よ
そ
４
０
０
０
年
も
昔
に
古
代
イ

ン
ド
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
作
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
下

水
道
の
普
及
は
、
文
化
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

井
手
町
で
は
下
水
道
事
業
に
昭

和

年
度
か
ら
着
手
し
て

年
が

６０

２３

経
過
し
、
本
年
３
月
末
に
は
、
住

民
の

．８
％
に
あ
た
る
約
８
，２

９６

０
０
人
の
方
が
下
水
道
を
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
約

％
に
あ
た
る

７７

約
６
，３
０
０
人
の
方
が
水
洗
化

工
事
等
を
完
了
し
、
下
水
道
を
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
下
水
道
整

備
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
費
約

２
億
４
９
０
０
万
円
の
予
算
を
計

上
し
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
通
行

や
騒
音
な
ど
で
周
辺
住
民
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

一
日
も
早
く
排
水
設
備
工
事
を
！

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で

は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

煙
浄
化
槽
の
便
所
は
６
ヶ
月
以
内

煙
く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内

に
接
続
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
後
、
３
年
以
上
を
経
過

し
た
地
域
で
、
下
水
道
に
未
接
続

の
家
庭
は
、
早
期
に
接
続
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
対
象
家
屋
の
戸
別
訪

問
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
に
際
し

て
は
、
町
指
定
の
排
水
設
備
指
定

工
事
業
者
で
な
け
れ
ば
接
続
申
請

及
び
工
事
の
施
工
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

下
水
道
ご
利
用
の
皆
様
へ

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
届
出

事
項
に
つ
い
て

下
水
道
の
使
用
開
始
・
休
止
・
再

開
・
異
動
・
変
更
等
に
関
す
る
こ
と

は
、
す
べ
て
届
出
制
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
次
の
記
載
事
項
に
該

当
す
る
場
合
は
、
す
み
や
か
に
上

下
水
道
課
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

【
届
出
事
項
】

①
井
戸
水
使
用
世
帯
に
お
い
て
世

帯
人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
時
（
一

快適な生活環境は
下水道整備から

平成20年度

公共下水道予算
5億9800万円

ただいま、普及率96．8％です

進進んでいます下水道事進んでいます下水道事業業

供用開始地域

平成２０年３月３１日現在

＜井手地区＞
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＜多賀地区＞

下
水
道
使
用
料
の
請
求
を
開
始
、

又
は
中
止
し
ま
す
。

④
長
期
間
上
下
水
道
を
使
用
し
な

い
時使

用
し
な
い
期
間
の
下
水
道
使

用
料
の
請
求
を
中
止
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
使
用
開
始
時
も
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

な
お
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
届

出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
月
の
翌
月

か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
】

下
水
道
は
何
で
も
流
せ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜
く
ず
・

残
飯
な
ど
の
生
ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
・

ガ
ム
・
廃
油
等
、
水
に
溶
け
な
い

も
の
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

例
え
ば
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
油

（
約
２
０
０
悪
）を
下
水
道
に
流
す

と
、
川
や
海
に
安
全
に
返
す
た
め

に
は
約

ト
ン
（
浴
槽
２
０
０
杯

６０

分
）
の
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

油
は
新
聞
紙
等
で
吸
い
取
っ
て
、

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
下

さ
い
。

も
し
野
菜
く
ず
や
油
類
を
流
し

て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ら
が
「
溜
ま

す
」
に
た
ま
り
、
排
水
が
詰
ま
っ

て
流
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
川
や
海
を
汚
染
し
て
い
る

オ
イ
ル
ボ
ー
ル
は
、
油
な
ど
の
成

分
が
下
水
道
管
を
流
れ
て
い
る
間

に
変
形
し
て
白
い
か
た
ま
り
と
な

り
、
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
す
の
で
、「
溜
ま
す
」
を
定
期

的
に
網
目
の
ひ
し
ゃ
く
な
ど
を
使

っ
て
帰
除
し
て
く
だ
さ
い
。

考
え
て
み
よ
う

下
水
道
の
役
割

下
水
道
は
、
快
適
な
暮
ら
し
や
自

然
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

生
命
や
財
産
の
保
護
ま
で
、
幅
広

く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
も
し
下
水
道
が
な
か

っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
？

汚
れ
た
水
が
排
水
溝
な
ど
に
流

れ
出
し
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
が
発
生

し
ま
す
。

家
庭
、
工
場
の
排
水
が
川
や
海

に
流
れ
て
生
物
が
住
め
な
く
な
っ

た
り
、
海
水
浴
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
で
き
ず
、

不
衛
生
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
は
多
く
の

生
命
や
環
境
を
守
る
重
要
な
社
会

資
本
で
あ
り
、
地
球
の
再
生
に
も

貢
献
し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
で
は
よ
り
一
層
、

下
水
道
の
普
及
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆

下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
上
下
水
道
課
（
℡

８
２
‐
６
１
６
９
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

部
の
転
入
、
転
居
、
転
出
、
出
生
、

婚
姻
、
死
亡
等
）

変
更
後
の
人
数
に
よ
り
下
水
道
使

用
水
量
（
井
戸
水
認
定
量
）
及
び

使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

水
道
の
み
使
用
の
場
合
は
、
メ
ー

タ
検
針
量
が
使
用
水
量
と
な
る
た

め
、
届
出
不
用
で
す
。

②
使
用
区
分
を
変
更
し
た
時
（
井

戸
水
を
や
め
て
水
道
を
引
い
た
、

水
道
と
井
戸
水
の
両
方
を
使
っ
て

い
た
が
井
戸
水
を
廃
止
し
た
等
）

井
戸
水
認
定
量
の
算
出
を
中
止
し

ま
す
。

③
引
越
し
の
時
（
転
入
、
転
出
等
）

供用開始地域

平成２０年３月３１日現在
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土金木水火月日
13121110

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

20191817161514
よちよち広場
ぴよぴよ広場
わらべうた

ふれあい遊び

さんさん会
（支援センター）

たけのこ広場
（支援センター）

休日

27262524232221

わらべうたで遊びましょう
（講習会）

さんさん会
（玉泉苑）

休日
おでかけ広場
（西部公民館）

多賀地区

43210/1302928

玉川保育園運動会に参加

（未就園児）
さんさん会

（支援センター）
たけのこ広場
（多賀保育園）

さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）

8765
さんさん会

（支援センター）
たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

各広場の対象者
＊とことこ広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよち広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよ広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

子育てサークル活動
さんさん会：午前10時～正午
妊婦～3歳位の子どもとその保護者

たけのこ広場：午前10時30分～正午
未就園児の子どもとその保護者

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL０７７４-６３-２６６２

日
時
／

月
８
日
（
水
）

１０
午
後
１
時
～
３
時

分
３０

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
京
田
辺
市
）

対
象
者
／
膠
原
病
及
び
そ
の
疑
い

が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

膠
原
病
と
は
・・・
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト

病
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋
炎
、
慢

性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院

福
田

亙
先
生

定
員
／
６
名

申
込
方
法
／
９
月

日
（
木
）
か

１１

ら
受
け
付
け
ま
す
。
京
都
府
山
城

北
保
健
所
綴
喜
分
室
（

‐
５
７

６３

４
５
）
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

子育て支援センターからのお知らせ

9・10月の事業 時間：午前10時～正午（どの事業も予約なしでいつでも参加できます。）

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設して

います。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用でき

ますので、いつでも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐

2232）まで

みんな遊びにきてね

◆講習会のお知らせ

わらべうたで楽しく遊びましょう

日時：９月２６日（金） 午前１０時３０分～１１時３０分

場所：子育て支援センター

対象：０歳児～就学前の子どもさんとその保護者
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禍

花
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それぞれの思いに寄り添って

石川県・金沢大学教育学部附属中学校２年 佐々木絢海
ささき あやみ

今年の夏で私の祖父は七十七歳になりました。その祖父
の喜寿のお祝いのために家族で東京のホテルに集まりまし
た。タクシーを降りた時の祖父の様子は、これまでの祖父
とは違います。降りようとしても、左足がすぐに地面に着
かないのです。その祖父の様子を見たホテルのドアマン
が、
「車椅子を用意しましょうか？」
と祖母に聞きました。祖母は断ろうと思っていたのか、即
答しませんでした。すると私の母が
「お願いします。」
と躊躇なく答えました。
一年程前、祖父はパーキンソン病と診断され治療を受け
ています。パーキンソン病は原因不明の神経系統の難病
で、手足から始まってだんだんと体が動かなくなる病気で
す。特効薬がなく、治すことよりも投薬によって現状維持
をしていくことに治療の重点が置かれています。そのため
私の祖父も発症当時からパーキンソン病自体は進行してい
ないのですが、心臓の具合の調整のために、三週間程入院
している間に六十五㎏ あった体重が四十五㎏ と二十㎏ も
減ってしまい筋力が、ぐっと落ちてしまったのです。歳を
とっても姿勢が良く、背筋がピンとしていた祖父からは想
像もつかない様な背中の曲がったおじいさんにこの一年で
なってしまったのです。
祖父と祖母は今、二人で東京に住んでいて普段は祖母が
祖父の面倒を一人で見ています。そんな祖母にとって、祖
父が歩けなくなり日常生活の身の回りの事を祖父自身でで
きなくなれば大変です。ですから祖母はきっと祖父が歩け
る内は、できる限り自分の足で歩いてほしいと願っている
のだと思います。だからホテルでも車椅子を使わずに、歩
いてほしいと思ったのでしょう。そんな祖母に反して母
は、祖父の負担を少しでもなくそうと車椅子を頼みまし
た。私はその時の祖父の気持ちを考えました。祖父の病気
の進行のことを考えれば、今自分でできることは、できる
限り自分でした方が良いにきまっています。しかし祖父自
身のプライドを思えば、どこまでも整然と美しく続いてい
るホテルのロビーをよたよたと前かがみで、小さな歩幅で

歩くことを許さなかったのではないかと感じるのです。こ
れは歩くと足に負担がかかって、痛いという身体的な苦痛
とは異なるものです。
来る日も来る日も祖父の面倒を見ている祖母の考えを尊
重せずに、ドアマンに車椅子をすかさず頼んだ母は、後で
反省をしたそうですが何よりも祖父自身の思いをその場で
確かめることが大切だったのではないかと私は思います。
祖母も母も他の家族も祖父を思い、祖父の病気を心配する
気持ちに大小はありません。しかしその場に祖父の思いが
汲み取られていないとしたら、それはただの自己満足に過
ぎません。
私たちの周りには、小さな子ども、お年寄り、障害者、
病気の人、何らかの差別を受けている人など弱者はたくさ
んいます。私たちはその様な人たちに対して親切にしなく
てはいけないことは、すでにわかっています。でも本当に
その人たちの思いや考えに寄り添って行動をしているでし
ょうか。
私の思い、私の考え、私の都合ではなく、真の意味で心
を砕いて、祖父の思いに触れた時にはじめて、今の祖父の
もどかしさ、やるせなさを理解することができるのではな
いかと思います。
一歳を過ぎても歩かない私を心配し、両手をひいて、何
度も何度も歩く練習をしてくれた祖父。歩き始めてからは
どこへでも行ってしまう私を、どこまでも追いかけてくれ
た祖父。そんな祖父が数年先には、寝たきりになってしま
うのかと思うと悲しくてたまりません。でも、どんな祖父
になっても私にとっては、いつも笑顔で両手をひいて
「いちに、いちに。いちに、いちに。」
と歩く練習をしてくれた祖父なのです。
人権という言葉について考える時、私たちはいつも大げ
さにとらえすぎているのではないかと思います。この夏、
祖父との関わりを通して私たちの身の回りにはちょっとし
た違いのために窮屈でやるせない思いをしている人がたく
さんいるのではないかと思うようになりました。
すべての人の権利を守ろうと思う時、大げさなパフォー
マンスはいりません。本当に身近にいる人や隣りにいる人
の思いに寄り添い、その人の思いを自分から五感のすべて
を働かせて想像すれば良いのです。
まず私は祖父に寄り添うことからはじめようと思ってい
ます。

新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）

が
や
っ
て
き
ま
し
た

今
回
は
、
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
の
後

任
と
し
て
井
手
町
に
や
っ
て
き
た

新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
紹
介
し
ま
す
。

自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。

わ
た
し
の
名
前
は
、
ノ
ル
・
ガ
ル
シ

N
O
EL
G
A
R
C
IA

ア（

･

）で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら
や
っ

て
き
ま
し
た
。
年
齢
は

才
で
す
。

２５

私
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
ネ
バ
ダ
大
学

を
２
０
０
７
年

月
に
卒
業
し
ま

１２

し
た
。
大
学
で
の
専
攻
は
生
物
学

で
し
た
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
太
鼓
を

年
１１

や
っ
て
い
ま
し
た
。「
ラ
ス
ベ
ガ
ス

雷
太
鼓
」と
い
う
太
鼓
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に
練
習
し

た
り
、
時
に
は
指
導
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
太
鼓
が
大

好
き
で
す
。
太
鼓
を
通
し
て
も
、

井
手
町
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
た

い
で
す
。

９
月
か
ら
泉
ヶ
丘
中
学
校
を
中
心

に
井
手
小
学
校
や
多
賀
小
学
校
で
英

語
を
教
え
ま
す
。
町
内
の
保
育
園
に

も
出
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
手
町
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
勉

強
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

井
手
町
は
、
緑
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
と
て
も
美
し
い
町
で
す
。
町
の
み

な
さ
ん
は
、
あ
た
た
か
く
と
て
も
親

し
み
や
す
い
と
感
じ
ま
し
た
。
前
任

の
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
か
ら
、
井
手
町
で

の
生
活
は
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も
そ
ん
な
生

活
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

教育の窓

2007年度 全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権についての思いを作文に

書いてもらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につ

けてもらうことを目的に開催されています。

作品から伝わってくる、中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

ＡＥＴとして井手町に来られたノル・ガルシアさん
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育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
９
月

日
・

日
（
金
）

１２

２６

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月

日
（
金
）
午
前

時
～

時
半

１２

１０

１１

／
９
月

日
（
金
）
午
前

時
～
正
午

２６

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
９
月

日
（
木
）・

日
（
月
）

１１

２２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

《
フ
ェ
ル
ト
手
芸
》

日
時
／
９
月

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２９

《
人
権
学
習
会
》

日
時
／
９
月

日
（
金
）
午
前

時
半
～
正
午
、

１２

１１

午
後
３
時
～
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
（
社
会
見
学
）】

日
時
／
９
月

日
（
木
）
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

２５

場
所
／
奈
良
方
面

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
９
月

日
・

日
（
金
）

１９

２６

／

月

日
（
金
）

１０

１０

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

今
年
上
半
期
に
京
都
府
内
で
発
生
し
た
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
は
１
６
５
件（
前
年
同
期
比
約
２
．

４
倍
）、
被
害
総
額
約
１
億
９
，
７
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
約
２
．５
倍
）
と
急
増
し
て
い
ま
す
！

今
や
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
概

～
田
辺
警
察
署
管
内
に
お
い
て
も
実
際
に
被
害
が
概
～

○
こ
れ
ま
で
に
『
３
件
』
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

○
４
月
に
は
井
手
町
内
の
銀
行
で
、
振
り
込
め
詐

欺
に
騙
さ
れ
た
女
性
が
、
預
金
を
解
約
し
、
指
定

さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
も
う
と
し
た
際
、
職
員
の

声
か
け
に
よ
り
被
害
を
寸
前
で
防
止
で
き
ま
し

た
。

○
５
月
に
は
宇
治
田
原
町
を
中
心
に
、
社
会
保
険

庁
等
を
名
乗
る
不
審
な
電
話
が
多
数
か
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。

☆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
☆

○
電
話
の
相
手
の
役
所
（
課
・
係
）
や
会
社
名
、
氏

名
、
連
絡
先
を
聞
き
出
し
た
上
で
、「
こ
ち
ら
か
ら

か
け
直
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
い
っ
た
ん
電
話
を

切
る
。

○
切
っ
た
後
、
自
分
で
必
ず
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
番
号
案
内

等
で
連
絡
先
を
確
認
す
る
。（
教
え
ら
れ
た
電
話
番

号
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
を

信
用
せ
ず
、
確
実
に
自
分
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）

○
還
付
金
名
目
等
の
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
場
で
判
断
せ
ず
に
最
寄
り
の
警
察
や
市

役
所
、
町
役
場
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

～
税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
が
還
付
金
を
支
払

う
場
合
に
、
職
員
が
直
接
電
話
で
連
絡
し
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
機
を
操
作
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
～

＊
京
都
府
田
辺
警
察
署
生
活
安
全
課
（
℡

‐
０

６３

１
１
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日
時
／

月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１０

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／

月
４
日
（
土
）

１０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２
救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

～
本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
す
か
？
～

近
年
、
救
急
出
動
件
数
は
、
全
国
的
に
見
て
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

井
手
町
内
で
も
同
様
に
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。こ

の
中
で
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
要
請
す

る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
年
々
増
え
て
お
り
、
救
急
隊

が
対
応
し
て
い
る
間
に
、
も
し
本
当
に
緊
急
性
の

あ
る
傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
対
応
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
４
期
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
納
期
限
で
す

出
動
要
請
の
中
に
は
、「
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
た
ら

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
・・・
」「
救
急
車
で
搬

送
し
て
も
ら
っ
た
方
が
、
早
く
診
て
も
ら
え
る
か

ら
・・・
」
な
ど
、
急
を
要
す
る
病
気
や
ケ
ガ
で
も
な

い
の
に
要
請
さ
れ
る
た
め
、
救
急
件
数
の
増
加
の

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
自
家
用
車
や
タ
ク
シ

ー
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
今
一
度
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

住
民
の
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の
精
神
で
、
正
し

い
救
急
車
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス

ポ

ー

ツ

【
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

日
時
／
９
月

日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１４

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
第

回
町
民
体
育
大
会
】

３７
日
時
／

月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１０

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
９
月

日
（
水
）

１７

／

月
１
日
（
水
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
９
月

日
（
土
）

２０

／

月
４
日
（
土
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
９
月

日
・

日
（
土
）

１３

２７

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
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日
時
／
９
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

３０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月

日
（
水
）

１７

／

月
８
日
（
水
）

１０

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
９
月

日
（
火
）
午
前

時
～
午
後
２
時

３０

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
井
手
玉
川
大
学
（
第
３
回
）】

日
時
／

月
７
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
敬
老
祝
賀
式
】

日
時
／

月

日
（
金
）
午
前

時
半
～

１０

１０

１０

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談
】

日
時
／
９
月

日
（
木
）

１８

午
前

時
半
～
午
後
４
時
半

１０

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

９
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

平成２０年度自衛官募集案内
１．募集種目及び試験期日等

資格試験期日受付期間募集種目

高卒（見込含）２１歳未満の者
１１月１５・１６日１次

９月８日～３０日一般防衛大学校学生
１２月１６日～２０日２次

高卒（見込含）２１歳未満の者
１１月１・２日１次

９月８日～３０日防衛医科大学校学生
１２月３日～５日２次

高卒（見込含）２４歳未満の者
１０月２５日１次

９月８日～３０日看護学生
１１月２２・２３日２次

２．受付及び問い合わせ先
煙自衛隊京都地方協力本部 ℡０７５‐２１１‐３４７１ 煙宇治地域事務所 ℡４４‐７１３９

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
し
ゃ
れ
う
さ
ぎ
）】

日
時
／
９
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１７

場
所
／
玉
泉
苑

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
》

日
時
／
９
月

日
（
木
）
午
前

時
～

時
半

１１

１０

１１

／

月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
賀
泉
苑

日
時
／

月
２
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も

歳
以
上

６５

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／
９
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２５

／

月
１
日
（
水
）
午
前

時
～
正
午

１０

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
】

日
時
／

月
３
日
・

日
（
金
）

１０

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
９
月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
９
月

日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ

・
１
・
２
か
ら
Ｈ

・
４
・

生
ま
れ

１７

１７

１４

《
乳
児
健
診
》

日
時
／

月
６
日
（
月
）

１０

対
象
／
Ｈ

・
５
・
７
か
ら
Ｈ

・
７
・
１
生
ま
れ

２０

２０

受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／

月
７
日
（
火
）

１０

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

煙
生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
９
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２２

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／

月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】
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煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

９
月

◆
一
般
書

「
訣
別
の
森
」

末
浦
広
海

「
オ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
」
山
田
悠
介

「
め
く
る
め
く
部
屋
」

玄
月

「
気
を
つ
け
、
礼
。」

重
松
清

「
銀
河
祭
り
の
ふ
た
り
」

杉
本
章
子

「
ひ
か
り
の
剣
」

海
堂
尊

「
心
霊
特
捜
」

今
野
敏

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

月
～
翌
年
３
月

午
前

時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
９
月
・

月
の
休
館
日

１０

９
月

・
・
・
・

日

１６
２２
２４
２５
２９

月
６
・
・
・
・

日

１０

１４
２０
２７
３０

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

◆
児
童
書

「
お
ひ
さ
ま
は
ど
こ
？
」

メ
ア
リ
ー
・
グ
ラ
ン
プ
レ

「
あ
こ
が
れ
の
機
関
車
」

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

「
ひ
つ
じ
の
メ
ェ
ー
リ
ン
ダ
」

ル
ー
シ
ー
・
ム
レ
ロ
ヴ
ァ

「
ひ
と
り
ざ
む
ら
い
と
お
ば
け
ア
パ
ー
ト
」

斉
藤
洋

「
エ
マ
・
ジ
ー
ン
・
ラ
ザ
ル
ス
、
木
か
ら

落
ち
る
」

ロ
ー
レ
ン
・
タ
ー
シ
ス

☆
９
月
・

月
の
図
書
館
行
事

１０

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

９
月

日
（
土
）

１３
月

日
（
土
）

１０

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月

日
（
土
）

２０
月

日
（
土
）

１０

１８

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

ｈｏｍｅ 家族と歌が僕を守
ってくれた
木山裕策
３年前、悪夢が襲ってきた。
甲状腺に腫瘍が発見され、手
術を受けることになったが、
最悪の場合、声が出なくなる
かもしれないと宣告されたの
だ…。甲状腺腫瘍を乗り越え、
家族とともに夢を追った、サ
ラリーマン歌手の感動手記。

ドキドキ概妖怪きりがみ
黒須和清
１枚の紙に、カッターで切れ
目を入れて組み立てるだけで、
おなじみの妖怪が飛び出す！
「切り起こし」技法を使ったペ
ーパークラフトを紹介。いっ
たんもめん、ろくろくびなど、
２２の妖怪が登場。コピーして
使える型紙集付き。

１２年目のお・か・あ・さ・ん
綾野まさる
乳児重症ミオクロニーてんか
んのキヨくん。重い知的障害
のため言葉もほとんど話せず、
頭にはヘッドギアをかぶって
います。でも、お母さんはキ
ヨくんを諦めませんでした…。
難病と闘いながら一生懸命に
生きている家族の物語。

ちょっとまって、きつねさん！
カトリーン・シェーラー
腹ペコのきつねが忍び寄り、
うさぎのぼうやは大ピンチ。
そして、きつねがおおきなく
ちをガバッとあけると、「ちょ
っと、まって！」とうさぎの
ぼうやがさけびました…。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ

平
成

年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は

２０

７
９
２
，１
０
０
円
（
満
額
＝

年
間
保
険
料
納

４０

付
）
で
す
が
、
老
後
に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
毎
月

の
保
険
料
（
平
成

年
度
は
１
４
，４
１
０
円
）

２０

の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
額
は
１
ヶ
月
４
０
０
円
で
す
。
付

加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
者

は
、
第
１
号
被
保
険
者
又
は
任
意
加
入
被
保
険
者

の
方
で
す
。

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
保
険
料
の
納
付
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
の
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。付

加
保
険
料
の
計
算
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

×

年
金
額
＝
２
０
０
円

付
加
保
険
料
納
付
月
数

（

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
場
合
）

６５つ
ま
り
、
保
険
料
月
額
４
０
０
円
に
対
し
て
、

年
金
額
は
月
２
０
０
円
で
す
か
ら
、

歳
か
ら
年

６５

金
を
受
給
し
た
場
合
、
仮
に
１
年
間
付
加
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
、
２
年
間
で
付
加
保
険
相
当
分

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
申
出
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
で

受
付
け
て
い
ま
す
。
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ごみ収集日程表（9月11日～10月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田

⑧９月１６日
１０月８日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨９月１７日
１０月９日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩９月１８日
１０月１０日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山

⑪９月１９日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫９月２２日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝

⑬９月２４日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭９月２５日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休

⑮９月２６日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・

洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

９月１７日

１０月１日

９月２４日

１０月８日

９月１１日

１０月９日
１０月２日９月１８日９月２５日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

９月２４日

１０月８日

９月１７日

１０月１日

９月１２日

１０月１０日
１０月２日９月１９日９月２６日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

９月２４日

１０月８日

９月１８日

１０月２日

９月１１日

１０月９日
９月２５日９月１７日１０月１日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

第２１回環境まつりフリーマーケット出店者募集
開催日／１０月２６日（日）
販売時間／午前１０時半～午後３時（雨天中止）
会場／洛南浄化センター運動広場・敷地内および城南衛生管理組合敷地内
対象／管内にお住まいの方。ただし、営業を目的とした販売業者およびこれに類する方は固くお断りします。また、生

き物や食べ物、電化製品の販売はできません。
出店料／１，０００円（１区画３ｍ×３ｍ）
募集数／５０店（追加募集）
応募方法／往復ハガキに郵便番号・住所・氏名・電話番号・出店される品物を明記し、郵送してください。
あて先／〒６１４‐８５１１ 八幡市八幡沢１番地 城南衛生管理組合広報情報課『フリーマーケット応募係』
締切日／９月２６日（金）【必着】＊１家族または、１グループにつき１枚の応募に限ります。（応募多数の場合は抽選）



住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日
山吹体操クラブ・健康相談（午前１０時～１１時半、賀泉苑）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木9/11
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金12

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土13

町民バドミントン大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）日14
月15

ゆっくり学べるパソコン教室
（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）火16

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【おしゃれうさぎ】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水17

女性健診（午前９時～１１時４５分、午後１時～２時４５分、保健センター）
耳のことなんでも相談（午前１０時半～午後４時半、山吹ふれあいセンター）木18

天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金19
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
上狛城陽線多賀バイパス開通式（午前１０時～、多賀小学校）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土20

日21
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月22

火23
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水24
いづみふれあい学級【社会見学】（午前８時半～午後５時、奈良方面）
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）

木25

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金26

和太鼓教室（午後１時半～３時半、人権交流センター体育館）土27
日28

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月29
こころの相談室（午前１０時～午後２時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火30

無火災デー防火パレード
楽笑健康づくり教室（午前１０時～正午、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水10/1

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木2

マタニティスクール（午後１時半～３時半、保健センター）金3
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土4

第３７回町民体育大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校グラウンド）日5
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月6
井手玉川大学【第３回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センター）
ＢＣＧ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

火7

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
ヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水8

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、賀泉苑）木9
敬老祝賀式（午前１０時半～、府立山城勤労者福祉会館）
マタニティスクール（午後１時半～３時半、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金10

妻夫住所

鬼 塚 瑞 穂市 場 裕 明井手

福 家 綾 子森 田 次 朗井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

健 悟慶 人
けい と

西 島井手

康 博思 音
し おん

笹 内井手

充 哉蓮 斗
れん と

宇 賀井手

雅 巳正 剣
まさ はや

谷 口多賀

将 至心 夏
ここ な

木 村井手

出張徴収【多賀】
老人福祉センター

賀泉苑

まちのカレンダまちのカレンダーー
（9月11日～10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課

井手町ホームページ
http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】
いづみ人権交流センター

研修棟
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